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No. 号 号 No.

分 3 年 20 1 2 年 分

分 2 年 13 2 2 年 分

分 2 年 18 4 3 年 分

分 3 年 4 5 2 年 分

分 3 年 6 21 2 年 分

分 3 年 5 7 2 年 分

67 分 2 年 15 8 3 年 分

HT 分 3 年 11 20 3 年 61 分

分 3 年 8 15 1 年 分

分 3 年 7 16 1 年 HT 分

HT 分 3 年 14 19 1 年 分

分 2 年 1 12 1 年 分

11 分 3 年 9 17 3 年 分

14 分 3 年 10 25 1 年 分

15 分 3 年 12 6 3 年 分

分 3 年 16 10 2 年 分 16

分 2 年 17 14 3 年 分

分 1 年 22 18 3 年 分

分 3 年 23 13 3 年 分

分 2 年 25 23 1 年 分 20
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分 －

分 －

分 －

分 －
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公 式 記 録 
(一社)兵庫県サッカー協会 
兵庫県高体連サッカー部令和３年度兵庫県高等学校女子サッカー選手権大会 決勝R3節 【17】

日  時 2021 10 9 10 00 キックオフ 会  場  ダイセル播磨光都サッカー場第3グラウンド

天  候 晴れ 風 微風 ピッチ 天然芝 ・ 人工芝 ・ クレー 状  態 良好 試合形式 70  延長 無 ／  PK戦

運営責任者 会場主任 平家  義久 記  録 揚田　勝之 浅野　慎太 観  衆 無観客

主  審 奥山　恒平 副審１ 福島　達男 副審２ 川嶋　美鈴 第４の審判員

 チーム名 kick off

0

前半

1

 チーム名

日ノ本学園高校 後半 姫路女学院高校
延前

○×  先 PK戦 先  ○×

選手番号 P
K
戦

延後 P
K
戦

選手番号

OUT時間 延後 延前 後半 前半 前半 後半 延前
選　手　名 (学年)

シュート 交代

延後 OUT時間

交代 シュート
選　手　名 (学年) 位置 位置

GK 田中　美緒川幡   　凪 GK

DF 安藤　真桜林     織羽 MF

DF 原田   　愛菅原　眞名 DF

DF 長野　心菜俣野　佑果 DF

DF 中尾 友希乃 1村上　水彩 DF

MF 荒木　優彩中垣 虹衣碧 MF

MF 香山　京子 21 新谷　楓華 MF

MF 古林　采奈篠田　帆花 MF

FW 立野　心愛川井　心咲 MF

FW 川又　柚月箕輪　千慧 MF

MF 淺見　花乃野本　花音 FW

GK 松山　瑞希赤羽　柚寿 GK

DF 中野 つぶら1 菅森　   杏 MF

DF 木虎 小菜美内田　   光 FW

MF 山口　春桜塚本　悠日 MF

MF 沖　百萌花落合　玲香 DF

MF 山本   　蒼中垣 和佳奈 MF

MF 村山　紗耶高城　青空 DF

FW 田村　   梓広瀬　鈴華 MF

FW 三輪　愛梨橋根　悠花 DF

警・退 氏　　名 事 由

2 1 1

前半 チーム合計 前半 後半 合 計 時 間時 間 警・退 氏　　名 事 由 合 計 後半

4 1 3 Ｇ Ｋ

シュート 2 1 3

2 34 2 2 Ｃ Ｋ 1

3 3 6

3 1 2

0 直接ＦＫ 1 1 24 4

0 0 0 Ｐ Ｋ

間接ＦＫ 1 1 2

 ［警告事由］  反ス・ラフ・異議・繰返・遅延・距離・無入・無去                 ［退場事由］  不正・乱暴・つば・阻(手)・阻(他)・侮辱・警２

得

点

経

過

0 0 0

戦

評

[備 考] 新型コロナウイルス感染予防対策のため、無観客での試合開催

戦評者 所 属 有馬高校 氏 名 浅野  慎太

時 間 チ ー ム 得点者 スコア ［得点経過］ 略号例：ドリブル～・ゴロのパス→・浮き球∩・混戦×・ヘディングH・シュートＳ

68 姫路女学院 中尾 右

  日ノ本4-4-2、姫路女学院4-5-1の布陣で日ノ本のキックオフで試合が始まった。立ち上がりから中盤で細かくパスを繋ぐ日ノ本に対し、
積極的にDFラインの裏のスペースを狙う姫路女学院という展開で試合が進み、両チームの持ち味が発揮される内容であった。前線から厳しく
プレスをかける姫路女学院が徐々にペースを掴み、ショートカウンターから日ノ本ゴールに迫るシーンが増える。一方日ノ本も⑱菅原を中心
に集中して守り、チャンスを窺うが、両チーム決定的なシーンを作ることができず前半が終了した。後半から日ノ本は⑨菅森、⑩内田を投入
し、両選手を中心に細かいパス回しとサイドから攻撃を組み立ててペースを掴み、姫路女学院ゴールに迫った。57分には⑧川合の右サイドか
らのクロスに⑩内田が合わせたが、姫路女学院の集中した守備の前に得点までは至らなかった。日ノ本ペースのまま試合は進み、スコアレス
ドローで試合が終わると思われた68分、姫路女学院は⑦荒木の右サイドからのFKを㉑中尾が頭で合わせて、待望の先取点をあげた。その後
の日ノ本の猛攻を凌ぎ切った姫路女学院が初優勝を飾り、両チームの持ち味が発揮された好ゲームであった。両チームとも関西大会での活躍
に期待する。

FK ⑦ ∩ 中央 ㉑ HS


